
１．整備計画名 ：あいち食と緑の治山事業計画
２．整備計画年度 ：令和2年度～6年度（5年間）
３．事後評価年度 ：令和7年度

○定量的指標の実現状況

　実現率
目標値 430 ha
実績値 363 ha
目標値 160 ha
実績値 22 ha

④今後の方針

　今後も、県の基本計画である「食と緑の基本計画」に
即し、治山施設の整備により、防災機能を向上させると
ともに、間伐等の実施により、環境と調和した森林を整
備し、本県が目指す「食と緑が支える県民の豊かな暮ら
しづくり」の一翼を担うために、多面的機能を発揮する
森林を増大させる。

③成果目標の目標
　 値の実現状況

　定量的指標 　目標値/実績値

防災機能が向上
する面積

84%

多面的機能を発
揮する森林面積

13%

　防災機能が向上する面積については、概ね目標値を達成
できた。
　多面的機能を発揮する森林面積については、目標値は満
たさなかったものの、計画していた森林の整備を国庫補助治
山事業等で実施したため、目標としていた効果と同等の効果
を実現したと考える。

農山漁村地域整備計画における事後評価

項目 評価の内容

①交付対象事業の
　 進捗状況

○進捗状況　100 %
　治山ダム及び土留工等の治山施設を整備することで、
土砂の流出や山崩れ等の山地災害を未然に防止し、土砂
流出等による漁場環境の悪化の軽減を行った。
　間伐等を行い、環境と調和した森林を整備した。

②事業効果の発現
　 状況

　治山施設を整備することにより、防災機能の向上を図
ることができた。
　間伐等の実施により、多面的機能を発揮する健全な森
林への整備を進めることができた。


